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日本学習社会学会第 19 回大会の開催にあたって 
 

 

 会員の皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。 

日本学習社会学会第 19 回大会を東京学芸大学（東京都小金井市）で、令和 4 年 9 月 3 日（土）～

9 月 4 日（日）に開催させていただきます。 

今年度は、理事会にて「久しぶりに是非対面での開催を」というご要望をいただきましたので、

十分な感染対策を行ったうえで、鋭意、準備に取り組んでいるところです。 

東京学芸大学は、学校教育系と教育支援系を擁する教育の単科大学です。キャンパスは、JR 中央

線の武蔵小金井北口からバスで約 7 分のところにあります。この機会に、「学芸の森」と称される

自然豊かな本キャンパスへ、是非お運びください。 

 

各地で多様な研究や実践をされている会員が集う、年に一度の大会が、お運びくださる皆様にと

って、多くの成果が得られる機会となりますよう、大会実行委員一同、微力ながら努めます。皆

様のご参加を、心よりお待ち申し上げております。 

 

    日本学習社会学会第 19 回大会 大会実行委員会 

      大会実行委員⾧ 柴田 彩千子 

      事務局⾧    樋口 悠太 

      委員      小山田 佳代 

        後藤 範子 

        東山(冨田) 絵実 

        根本 裕美

キャンパスマップは 

こちらもご参照下さい 
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日本学習社会学会第 19 回大会 開催要項 
１ 開催要項 

【期 日】  2022 年 9 月 3 日（土）・4 日（日） 

【会 場】  東京学芸大学 中央２号館 南講義棟 

【参加費】  大会参加費  一般・臨時会員 2,000 円 / 院生・学生会員 1,000 円 

※但し、4 日（日）午後の開催校企画シンポジウムのみの学会員以外の参加は無料。 

【大会プログラム】 
月 日 10:00      12:00        13:30         16:30      18:30   19:30 

 
9 月 3 日(土) 
12:00～受付 

 
 
 
 

受付 
中央 2 号館 南講義棟  

1 階ロビー 
自由研究発表 
S105 S106 
S107 S202 

S204 

課題研究 1 
16:30~18:30 

S103 

総会 
 

S203 理事会 
S102 

 
9 月 4 日(日) 
9:00～受付 

課題研究 2 
10:00~12:00 

S103 
昼食 

開催校企画 
シンポジウム 
13:00 ~ 16:00 

S410 

 

※大会本部・役員控室・理事会・公開シンポジウム打ち合わせ（3 日 12:00～）：打ち合わせ会場 
  会員控室：S201 

（1）開催校企画シンポジウム 

「コミュニティ・スクールから子どもの未来を拓く～地域と学校の協働のこれから～」 

（2）課題研究 

テーマ 1 研究推進委員会企画： 

「子どもの多様な学びを支える新たなアプローチ ―個別最適な学びと協働的な学びの可能性―」 

テーマ 2 国際交流委員会企画： 

「若者から始まる民主主義  ―政治参加を促進する仕組みの比較研究―」 

 

２ 昼 食  大会期間中、学内の食堂は営業しておりません。参加申し込み時に 4 日の昼食の

弁当(1000 円)を希望された方は、受付で代金と引き換えに「弁当引換券」を受け

取ってください。正午過ぎから受付で弁当と引き換えます。 

３ 会場への交通 

・大会当日は必ず正門からご入構ください。休日のため他の門は施錠されております。 

・詳しくは、交通アクセス〈https://www.u-gakugei.ac.jp/access/〉をご参照ください。 

 

４ 大会に関する問い合わせ先 

〒184-8501 東京都小金井市貫井北町 4-1-1 東京学芸大学教育学部 

日本学習社会学会第 19 回大会実行委員会事務局 柴田 彩千子（しばた さちこ） 

TEL：042-403-9499(研究室) E-MAIL：sshiba23@u-gakugei.ac.jp  
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自由研究発表Ⅰ 
第 1 会場 S105 

9 月 3 日(土) 13：30～16：05 
 

    司会  佐藤 晴雄（日本大学） 

 

 

【１】13：30～13：55 

小学校教員の専門性についての一考察 

  ―教科担任制導入校の調査を通して― 

    栗原 幸正（高崎健康福祉大学人間発達学部） 

【２】13：55～14：20 

保育者養成における やり抜く力(GRIT) について 

 

    二階堂 あき子（フェリシアこども短期大学） 

【３】14：20～14：45 

戦後初期ガイダンス概念の変容過程に見る日本化の諸相 

   

    平井 貴美代（山梨大学） 

【４】14：45～15：10 

ICT を活用した高等学校国語科の授業実践報告 

   

    星野 寛（東京都立瑞穂農芸高等学校） 

【５】15：10～15：35 

思考力、創造力を伸ばす大学の授業改善 

  ―班活動を中心としたディベートの展開から― 

    金山 光一（早稲田大学） 

 

 

15：35～16：05 共同討議 
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自由研究発表Ⅱ 
第 2 会場 S106 

9 月 3 日(土) 13：30～16：30 
 

    司会  鈴木 廣志（栃木市地域振興部） 

 

【１】13：30～13：55 

「戦後最⾧」の地方学力テスト 

  －福井県 SASA の歴史－ 

    北野 秋男（日本大学文理学部） 

【２】13：55～14：20 

外国につながる子どもの高校進学の課題 

  ―岐阜県可児市国際交流協会の高校進学支援教室「さつき教室」の視察から― 

    田中 真奈美（東京未来大学） 

【３】14：20～14：45 

人材バンク事業の変遷と今日的課題 

 

    桜庭 望（公益財団法人東京学校支援機構） 

【４】14：45～15：10 

学校図書館発！開かれた学びの実現へ 

  ―教務の窓からつなぐチームの輪― 

    磯部 真代（静岡県浜松市立与進北小学校） 

【５】15：10～15：35 

コミュニティ・スクールの運営に参画する教職員の職務遂行上の課題 

  ―新型コロナウイルス感染症拡大時の事務局業務に着目して― 

    深見 智一（釧路町立遠矢小学校） 

【６】15：35～16：00 

「地域連携教員」の実態と課題 

  ―インタビュー調査を踏まえた検討― 

    市野 亮太（日本大学大学院 博士後期課程） 

 

16：00～16：30 共同討議 
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自由研究発表Ⅲ 
第 3 会場 S107 

9 月 3 日(土) 13：30～16：05 
 

    司会  冨士原 雅弘（日本大学） 

 

 

【１】13：30～13：55 

科学技術・学術政策に関する国民の意識について 

 

    金子 弘（日本学習社会学会会員） 

【２】13：55～14：20 

東京でアイヌについて学ぶこと 

 

    上野 昌之（東洋大学） 

【３】14：20～14：45 

国鉄に技能連携施設があった時代 

 

    ⾧谷川 晴通（元 国鉄職員） 

【４】14：45～15：10 

和食構造論に基づいた若者向け学習事業の検討 

    手塚 貴子（金沢星稜大学女子短期大学部/日本大学文理学部 

          人文科学研究所客員研究員） 

【５】15：10～15：35 

シビックプライドを醸成する多文化共生プログラムの開発 

  ―地域コミュニティーにおける活動事例より― 

    星野 洋美（常葉大学） 

 

 

15：35～16：05 共同討議 
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自由研究発表Ⅳ 
第４会場 S202 

9 月 3 日(土) 13：30～16：30 
 

    司会  田中 達也（釧路公立大学） 

      

 

【１】13：30～13：55 

北海道における言語障害幼児支援の歴史的展開過程 

  ―「釧路市幼児言語治療指導所」の事例分析を中心に― 

    田中 謙（日本大学） 

【２】13：55～14：20 

ひきこもり支援と日常生活上の自立観 

 

    桑原 啓（京都大学大学院・日本学術振興会特別研究員） 

【３】14：20～14：45 

持続可能な中国農村社会を創出するための NGO の取り組みに関する一考察 

 

    劉 琦（早稲田大学大学院 教育学研究科） 

【４】14：45～15：10 

インド指定トライブ・モンパの教育とコミュニティの参画に関する考察 

  －アルナーチャル・プラデーシュ州タワン県の事例を踏まえて― 

    新関 ヴァッド 郁代（早稲田大学大学院） 

【５】15：10～15：35 

中国における若年層の視点から考える高齢者生涯学習支援  

  ―世代間交流の推進を目指して― 

    趙 天歌（早稲田大学教育総合科学学術院助手 博士後期課程） 

【６】15：35～16：00 

島根県奥出雲発 子ども落語を通した地方創生の試み４ 

  ―高尾小にこにこ寄席１０年の歩み― 

    川上 宜久（島根県奥出雲町立高尾小学校） 

 

16：00～16：30 共同討議 
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自由研究発表Ⅴ 
第 5 会場 S204 

9 月 3 日(土) 13：30～16：30 
 

    司会  田中 雅文（日本女子大学） 

 

 

【１】13：30～13：55 

防災活動における市民の防災意識の変容に関する研究 

  ― 三鷹市の市民リーダーの意識変容に着目して― 

    後藤 範子（東京学芸大学） 

【２】13：55～14：20 

ライフコース分析からみる職業人にとっての企業内外における学び 

  ―生涯学習社会に向けた企業内外をつなぐ結節点の探索― 

    吉田 康太（産業能率大学） 

【３】14：20～14：45 

コミュニティ・エンパワメントの体系化に向けた介入手法と評価方法の整理 

 

    荻野 亮吾（佐賀大学） 

【４】14：45～15：10 

ソーシャルワーカーの「自己覚知」を「学習社会学」から考察する意義 

  ―ソーシャルワーカーによるスーパービジョンの観点から― 

    大津 雅之（山梨県立大学） 

【５】15：10～16：00 

多文化共生ファシリテーターの育成に向けた基礎研究 その 3 

    〇良知 惠美子(常葉大学) 〇増井 実子(常葉大学) 

    〇谷 誠司(常葉大学)    〇白鳥 絢也(常葉大学) 

    〇江口 佳子(常葉大学)   〇那珂 元(常葉大学) 

 

 

 

16：00～16：30 共同討議 
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研究推進委員⾧ 志々田 まなみ（国立教育政策研究所） 

 

〈趣旨〉 

 これまで子どもの学びは，学校という場や，教員という担い手，教科といった枠などに限定さ

れて捉えられがちであった。しかし，これからの社会では高度化・ 複雑化する諸課題に他者と協

働しながら対応できる資質能力が求められており，それを培うための社会の教育資源・人材を活

かした多様な学びの在り方や，多様な機会提供の方策が問われている。また，さまざまな状況か

ら学校での学びに困難さを感じる子どもの存在と，一人ひとりのニーズに向き合う多様な支援の

必要性にも注目が集まっている。全ての子どもが自らの興味や関心，特性に基づきながら主体的

に学ぶことを可能にする支援策や，それら多様な学びの機会を社会全体で持続的に支える方策が

求められている。 

 そこで，本課題研究では，従来の学校教育の枠を越え，子どもの多様な学びを支える新たな動

向について着目し，そこでの学びの可能性について，実践事例を踏まえながら検討を行う。その

際，中央教育審議会答申第 228 号「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全ての子供たち

の可能性を引き出す，個別最適な学びと，協働的な学びの実現～」（2021 年 1 月）において「2020

年代を通じて実現すべき」学びとして示されている「個別最適な学び」と「協働的な学び」にも

注目しながら，これからの多様な学びについて考察を深める。 

 

〈登壇者〉 

＊発表者 

①地域と学校との協働による地域人材育成の実態とその課題 

 益川 浩一 会員 （岐阜大学） 

②多様な学びのニーズに応えるフリースクールの実態とその課題     

 武井 哲郎 会員（立命館大学） 

③公設による学習塾（公営塾）の実態とその課題 

 佐久間 邦友 会員（日本大学） 

④学校部活動の地域移行にむけた改革の動きとその課題 

 揚石 明男 氏 （公益財団法人音楽文化創造事務局⾧） 

＊コーディネーター  志々田まなみ 会員 （国立教育政策研究所） 

課題研究 1（研究推進委員会企画） 

子どもの多様な学びを支える新たなアプローチ 

―個別最適な学びと協働的な学びの可能性― 

S103 会場 ９月３日（土）16:30～18:30 
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国際交流委員⾧ 赤尾 勝己（関西大学） 

 

 

〈趣旨〉 

 日本では 2015 年に公職選挙法が改正されて、2016 年に「18 歳選挙権」が導入された。 

それに続いて民法が改正され、2022 年 4 月 1 日から成年年齢が 20 歳から 18 歳に引き下げられ

ることになった。「18 歳選挙権」は、民主的な社会を創っていくうえで重要な契機となると期待さ

れている。しかしながら、若者の政治参加は喫緊の課題であるものの、これまでのところ日本の

若者の政治参加の意識は低調な状況にあることが報じられている。 

そこで、本学会国際交流委員会では、企画課題研究において、若者の政治参加を促進していく

仕組みについて、スウェーデン、日本、イギリスの３ヵ国での比較研究を企画することになった。 

司会は、本学会の大野順子会員と古田雄一会員が担当する。報告者としては、『若者からはじま

る民主主義―スウェーデンの若者政策―』（萌文社）の著者でもある両角達平氏、日本の状況につ

いて青少年教育の歴史研究に詳しい安藤耕己会員、イギリスの状況について研究業績を蓄積され

てきた田中治彦氏にお願いすることにした。これから日本社会において、若者の政治参加を促進

していくうえで、その仕組みをどのようにつくっていけばよいのか、それを通して市民性の育成

はどのように変容していこうとしているのかについて、ともに考えていく場としたい。 

 

 

〈登壇者〉 

司会：大野 順子 会員（摂南大学） 古田 雄一 会員（筑波大学） 

報告者 

① 両角 達平 氏（日本福祉大学）・・スウェーデンの状況について 

② 安藤 耕己 会員（山形大学）・・・日本の状況について 

③ 田中 治彦 氏（上智大学名誉教授）・・・イギリスの状況について 

 

 

 

 

課題研究２（国際交流委員会企画） 

若者から始まる民主主義 

―政治参加を促進する仕組みの比較研究― 

S103 会場９月４日（日）10:00～12:00  
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大会実行委員⾧ 柴田 彩千子（東京学芸大学） 

 

 

〈趣旨〉 

開催校企画シンポジウムは、本学の所在する東京都小金井市教育委員会との共催事業として実

施する。本シンポジウムの前半では、文部科学省総合教育政策局地域学習推進課の榎木奨悟氏が、

コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の全国的な動向や、両者の一体的な推進施策につい

て、基調講演を行う。後半では、コミュニティ・スクールの設置を段階的に進めている小金井市

を事例に、これからのコミュニティ・スクールの目指す方向性について、小金井市教育⾧の大熊

雅士氏、小金井市立緑小学校コーディネーターの八木尚子氏、地域と学校の協働の在り方をめぐ

って、文部科学省ＣＳマイスターの四柳千夏子氏、前出の榎木氏と共に検討していく。 

本シンポジウムでは、地域と学校が協働することによって、子どもがどのように育つのか、あ

るいは大人がどのように学んでいくのかについて自由闊達な討議を行い、これからの地域と学校

の協働の在り方を、学習社会という側面から参加者の皆様とともに熟考する場としたい。 

 

 

〈登壇者〉 

基調講演 

「コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進について」 

榎木 奨悟 氏（文部科学省地域学習推進課） 

 

シンポジスト(五十音順) 

   榎木 奨悟 氏（文部科学省地域学習推進課） 

大熊 雅士 氏（小金井市教育⾧） 

   八木 尚子 氏（小金井市地域学校協働活動推進員） 

   四柳 千夏子 氏（文部科学省ＣＳマイスター） 

＊コーディネーター  柴田 彩千子 会員（東京学芸大学） 

 

開催校企画シンポジウム 

コミュニティ・スクールから子どもの未来を拓く 

～地域と学校の協働のこれから～ 

S410 会場９月４日（日）13:00～16:00  
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